
開
村
し
た
味
噌
ケ
沢
の
“
野

鳥
の
村
）
で
六
月
八
日
、
小

・

中
学
生
が
野
草
や
こ
ん
虫
の
観
 

察
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

観
察
会
は
、
市
教
育
研
究
会
 

・

自
然
教
育
部
会
と
市
教
育
委
 

員
会
の
共
催
で
開
い
た
も
の
で
、
 

近
く
の
飯
詰
小

‘
中
学
校
、
 一

野
坪
小
学
校
等
か
ら
百
人
ほ
ど

の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
、
自

然
観
察
の
目
を
養

い
ま
し
た
。
 

津
軽
植
物
の
会
会
長
・
木
村
 

啓
市
教
委
指
導
主
事
が
指
導
に

当
た
り
道
端
に
群
生
し
て
い
る

珍
し

い
野
草
や
小
川
に
せ
い
息

し
て
い
る
こ
ん
虫
を
み
つ
け
て

は
メ
モ
を
と
り
熱
心
に
図
鑑
を

広
げ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
草

の
名
前
は
 

発 行 所 

五所川原市役所 

426号 

昭和53年7 月 1日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,246 

（昭和53年 6 月lII現在）住民基本台帳から 27,024 

25,263人 

（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 	l部 9「リ 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 

ょかわら 
!
,
 、 

山
力
 
女
 

市 の 人 口 

52.287ノ、 

広園、
．‘ 

(a) 
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地
域
住
民
の
声
を
県
政
に
  

振
興
に
つ
い
て

）
 
を

テ
ー
マ
に
市
内
の
各
階
層

反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
、

五
  

懇
談
会
に
は
、

県
側
か
ら
 
か

ら
選
ば
れ
た
発
言
者
の
意

十
三
年
度
の
 
「県
政
懇
談
会

」
 
竹
内
知
事
を
は
じ
め
、

副
知
 
見
、

要
望
等
に
答
え
ま
す
。
 

が
七
月
＋
七
 

日

（月
）
午
 

前
十
時
三
十
 

ク
県
政
懇

談
会

）
を
開
催
 

十
七

日
、
市
民
文
化
会

館
で
 

な
お
、
会

場
に
は
傍
聴

席
も
あ
り
ま
 

分
か
ら
市
民
文
化
会
館
で
開
 
事
、

各
部
長
、出
先
機
関
の
長
 

す
。
 

か
れ
ま
す
。
 

な
ど
二
十
四
人
が
出
席
し
、
 

テ
ー
マ
は
“
地
域
の
 

「地
域
の
振
興
に
つ
い
て
」
 

岩
木
川
流
域
の
水
防関
係
者

を
一
堂
に集
め
た
“
岩
木
川
筋

水
防
連
絡
会
議
〉
と
“
水
防
訓

練
”
が
六
月
二
十
日
五
所
川
原

市
で
行
わ
れ
、
水
害
に
備
え
堤

防
の
土
の
う
積
み
訓練
等
を
行

い
ま
し
た
。
 

連
絡
会
議
と
水
防
訓
練
は
、
 

建
設
省
青
森
工
事
事
務
所
、
県

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
 

岩
木
川
筋
十
四
市
町
村
の
水
防

担
当
者
、
弘
前
、
鯵
ケ
沢
、
五

所
川
原
各
土
木
事
務
所
等
関係

者
合
わ
せ
て
百
五
十
人
ほ
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

市
庁
舎
上
流
の
岩
木
川
右
岸

堤
防
で
行
わ
れ
た
水
防
訓
練
で
 
 

は
、
堤
防
が
浸
水
し
た
場
合
を

想
定
し
た
む
し
ろ
張
り
工
法
や

流
水
を
緩
和
し
て
堤
防
の
崩
壊

の
拡
大
を
防
ぐ
木
流
し
工
法
、
 

漏
水
を
防
ぐ
積
土
の
う
、
月
の
 
 

輪
工
法
な
ど
四
種
類
の
訓
練
を

行
い
、
縄
の
結
び
方
か
ら
土
の

う
の
積
み
方
な
ど
互
い
に
指
摘

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

訓
練
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
 

午
前
十
時
四
十
五
分
か
ら
午
前
 

十
時
五
十
分
ま
で
。
 

▽
七
月
七
日
 
「
地
震
ノ
 

ビ
ル
街
で
の
安
全
術
」
 

▽
七
月
十
四
日
 
「
地
震
ノ
 
 

連
絡
会
議
で
は
、
水
害
が
発
生

し
た
場
合
の
情
報
の
収
集
や
連

絡
、
水
防
活
動
と
注
意
を
要
す

る
区
域
等
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。
 

“
ば
く
書

（
の
た
め
 

休
館
い
た
し
ま
す
 

市
立
図
書
館
 

市
立
図
書
館
で
は
、
ば
く
書
 

（
虫
干
し）
の
た
め
つ
ぎ
の
と

お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。
 

期
間
 
六
月
二
十
七
日
（
火
）
 

ー
七
月
六
日

（
木）
ま
で
 

の
十
日
間
 

タ
食
の
お
買
い
も
の
中
な
ら
」
 

▽
七
月
二
十
一
日
 
「
地
震

ノ
、
電
車
に
乗
っ
て
い
た
ら
」
 

▽
七
月
二
十
八
日
 
「
家
族

そ
ろ
っ
て
地
震
体
験
」
 

ロ
そ
の
と
き
あ
な
た
は
（
く

ら
し
の
中
の
防
災
）
 

＠
青
森
放
送

（R
A
B
）
、
 

毎
週
土
曜
日
、
午
後
十
二
時
五
 

'

］
衛
官
一
般
一
T
 

F
士
、
男
募
集
中
 

中
卒
以
上
＋
八
歳
か
ら
二
＋

四
歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市

・
市
民
課
 

(B
⑤
二
一
二

番
・内
線
二
七

七
番
）
、
ま
た
は
自
衛
隊
五
所

川
原
募
集
事
務
所
（
廿
⑤
二
三

〇
五
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
。
 

▽
七
月
九
日
 
「
地
震
だ
ノ

地
下
鉄
に
乗
っ
て
い
た
ら
」
 

▽
七
月
十
六
日
 
「
地
震
だ

ノ
自
動
車
を
運
転
中
だ
っ
た
ら
」
 

▽
七
月
二
十
三
日
 
「
地
震

だ
／
デ
マ
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
な
」
 

▽
七
月
三
十
日
 
「地
震
に

備
え
て
、
家
の
中
で
は
」
 

県
消
防
防
災

課
で
は
、
テ
レ

ビ
に
よ
る
防
災

対
策
キ
ャ
ン
ペ

ィ
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

家
庭
に
お
け

る
災
害
対
策
に

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
 

、
。
  

ロ
ご
ぞ
ん
じ

で
す
か

（
防災

ミ
ニ
百
科
）
 

＠
青
森
放
送
 

(
R
AB
）
、
 

毎
週
金
曜
日
、
 

テ
レ
ビ
に
よ
る
 

防
災
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ィ
ン
 

、
ノ
、
ノ、
／
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ

、
ノ
、
ノ、
ノ
、J、
ノ
、ノ
、
ノ
、く
ノ
、
ノ
、ノ
、
ノ、
ノ
、I、
ノ
、
ノ、
ノ
、ノ
、
ノ
、ノ
、
ノ
、
ノ、
ノ、
J、
ノ
、ノ
、
ノ
、
J
、
ノ
、J
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賞
 

●

つ
 

ほ
 

回
 

は 6 x4・5cm版以上で未発表のものに限る。 	‘ 

回応募資格 制限はありません。 

回応募締切り 10月31日（郵送の場合は、締切日の郵便局の消印 

のあるものまで有効） 

回入選者の発表 入選者の発表は、11月下旬本人あて通知します。 

回応 募 先 青森市長島1丁目1の 1 青森県観光課内 

青森県観光連盟 観光写真コンテスト係 

廿 (0177) 22-lill (内線) 4176 

回ほ う 賞 特 	選 	1点 	30,000円 

準 特 選 	2点 	20,000円 

入 	選 	15点 	5,000円 

回応募上の注意 （1）応募標に氏名・年齢・住所・電話・職業・

題名・カメラ・撮影地を明記のうえ裏面に

貼ること。 

(2）入賞作品の版権は、主催者に帰属します。 

応募作品の返送については、返送料（切手） 

同封者に限り、送付します。 

(4）応募作品の点数は制限ありません。 

第18回青森県観光写真

コンテスト・作品募集 

役
所
の
仕
事
に
関
す
る
不
満
等
は
 

行
政
相
談
委
員
へ
 

題
 

回題 	材（1）青森県内の国立・国定・県立自然公園等の自 

然景観 （2）風物・年中諸行事 （3）文化財・ 

史蹟 （4)郷土芸能 (5）民芋品 

回応募規格 リバーサルカラーのフイルム使用のうえ、サィ， 

回
 

集
積
場
所

ヘ
ゴ
ミ
を
搬
出
す

る
時
間
は
、
当
日
の
朝
八
時
三

ト
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

前
日
か
ら
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
 

埋
立
地
へ
の
搬
入
 

で
お
願
い
 
蟹
汝
 

市
で
は
、
長
橋
地
区
に
あ
る

野
里
山
の
一
部
を
財
産
区
か
ら

借
り
、
埋
立
地
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
が
、
管
理
上
、
次
の

事
項
を
十
分
守
っ

て
下
さ
い
。
 

ロ
搬
入
時
間
の
厳
守
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
。
（
日
曜
日
は
休
み
ま
す
。）
 

〇
ゴ
ミ
に
は
必
ず
シ
ー
ト
等
を

か
ぶ
せ
る
こ
と
。
 

〇
係
員
の
指
示
に
従
う
こ
と

〇
道
路
事
情
に
よ
り
四
ト
ン
車

ま
で
と
す
る
こ
と
。
 

〇
燃
え
な
い
ゴ
ミ
だ
け
と
す
る

こ
と
。
（
ガ
ラ
ス
・
セ
ト
モ
ノ

類
、
金
属
類
、
土
砂

・
石
類
▲

ビ

ー
ー
ー
ル・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
、
▲
ゴ
ム
類
、
A
魚
菜

・
果
 

公
園
や
遊
園
地
の
汚
れ
が
、
 

最
近
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
 

ロ
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
、
タ
バ
コ

の
吸
い
が
ら
は
、
指
定
さ
れ
た

ゴ
ミ
箱

へ
入
れ
て
下
さ
い
。
 
 

方
々
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
野
犬
等
に
よ
っ

て
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
清
掃
作
業

が
は
か
ど
ら
ず
、
ま
た
、
付
近
 

物
類
）
 

※
 
▲
印
類
は
燃
え
る
が
焼
却

炉
の
損
傷
を
早
め
る
と
共
に

燃
え
る
と
き
大
気
汚
染
の
原

因
に
も
な
る
た
め
で
す
。
 

ロ
犬
の
運
動
を
さ
せ
る
と
き

は
、
糞
尿
の
処
理
を
し
て
下
さ

い
。
夏
は
悪
臭
が
出
、
カ
、
ハ

エ
の
発
生
源
と
も
な
り
ま
す
。
 
 

の
住
民
が
被
害
を

こ
お
む
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
は
決
め
ら

れ
た
日
時
に
整
と
ん
し
て
出
し

て
下
さ
い
。
 

な
お
、
 

交
通
渋
滞

に
よ
り
収

集
時
間
が

多
少
ず
れ

る
こ
と
も
 

あ
り
ま
す
。
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
当
市
住

民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
等
の

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
手

助
け
す
る
た
め
、
次
の
方
を
「
 

行
政
相
談
委
員
」
 
に
委嘱
し
て

お
り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
 

ロ
坂
本
甚
作
さ
ん
（
姥
落
字

桜
木

・
廿
⑤
三
〇
四
八
番
）
 

ロ
成
田
栄
一
さ
ん
（
柳
町
八
 

・

廿
④
三
〇
二
八
番
）
 

ロ
相
談
 

無
料
で
、

ロ
頭
、
電
話
、
手

紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
よ
く
、
 

相
談
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員

は
、
秘
密
を
守
り
、
親
身
に
お

世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

ロ
相
談
で
き
る
こ
と
 

役
所
の
仕
事
に
関
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
よ
く
、
例

え
ば
役
所
の
仕
事
が
遅
い
、
不

親
切
だ
、
納
得
で
き
な
い
、
法

律
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
等
、
 

日
頃
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
不
満
に
思
っ
て
い
る
こ
と

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

ゴ
II、
は
決
め
ら
れた
日
時
に
出
し
て
下
さ
い
 

公
園
は
皆
ん
な
の
も
の
 

汚
さ
な
い
で
下
さ
い
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現行 4等は 2等米に 
米の検査規格を改正 

米の検査規格が次のように改正され、昭和53年産米から適用するこ 

とになりましたのでお知らせします。 

改正の理由 

(1） 米の品質の評価が等級を細分化するより、むしろ食味（銘柄）に

重きが置かれるようになったこと 

(2） 近年稲作の省力化に伴って、1 -2 等玄米の出回り比率が減少し

たこと 

(3） 等級を整理することにより流通の合理化、検査業務の能率を高め

ること 

(1）玄米 

等級区分は、現行1 -3等を単純に合併して1等に、現行4 等を 

2 等にし現行 5 等を 3 等とする 

なお等外は現行どおりです 

水稲うるち玄米 

整粒歩合 90 % 80 % 70 % 60 % 45 % 

現等
 
行

級
  

1 等 2 等 3 等 4 等 5 等 等外 

整粒歩合 70 % 60 % 45 % 

改等
 
正

級
  

1 等 2 等 3 等 等外 

規格数値については新規格の1等を現行 3 等、 2 等は現行4 等、 
3等は現行 5 等とそれぞれ同じとする 

なお等外は現行どおりとする 

(2） もみは現行1 -2等を単純に合併して「合格」 とし、等外は廃止
する 

(3） 醸造用玄米及び精米は現行どおりとする 

説明会の日程 

町 	名 日 	時 場 	所 

中平井町、幾世森 7 月14日午芭露 市中央公民館 

下平井町 
午後1時 

~3時 ク 

雛 	田 8 月11日午巴漂 
ク 

敷島町、旭 町 
午後1時 

~3時 
ク 

上平井町、新 町 8 月14日午芭器 ク 

本 	町、大 町 
午後1時 

~3時 
ク 

ロ
募
集
内
容
 

（
企
画
一）
米
の
消
費
拡
大
運

動
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的
課

題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
次
の
項

目
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
方
策
。
 

①
米
を
中
心
と
し
た
食
生
活

の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
共
通
意

識
の
啓
発
 

②
「
米
離
れ
」
が
著
し

い
若

い
世
代
に
対
す
る
啓
発
 

③
米
に

つ
い
て
の
栄
養

・
医

学
面
か
ら
の
正
し
い
知
識
の
啓
発
 
 

④
釆
の
加
工
開
発
等
 

（
企画
ニ
）
米
飯
等
の
使
用

を
促
進
す
る
た
め
、
職
域
食
堂

で
の
 
「
米
飯
デー
」
 
の
設
定
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
家
庭

に
お
い
て
は
、
毎
月
第
三
日
曜

日
を
「
ご
は
ん
の
日
」
と
定
め

て
い
る
が
、
そ
の
実
効
を
高
め

る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
。
 

（
企
画
三）
米
食
の
見
直
し
、
 

イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
等
を
テ
ー
マ
 

ー
し
た
標
語
及
び
「
お米
バ
 

」
 
（
仮
称
）
歌
詞
。
 

（
企
画四
）
 
「
米の
見
直
し

運
動
」
を
国
民
的
運
動
と
す
る

た
め
の
提
言
、

ア
イ
デ
ァ
等
。
 

ロ
応
募
対
象
者
 
県
内
に
在

住
す
る
県
民
 

ロ
応
募
期
限
 
七
月
三
十
一

日
 ロ

送
り
先
 
青
森
県
庁
農
務

課

（
郵便
番
号
〇
三
〇
、
青
森

市
長
島

一
丁
目
一
の
一
）
内
、
 

青
森
県
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡

協
議
会
事
務
局
 

ロ
応
募
方
法
 
作
品
は
未
発

表
の
も
の
と
し
、

ハ
ガ
キ
に
企

画
番
号

（
例
 
企
画
一
）
、
応
 
 

募
作
品
を
書
き
、
住
所

（
電
話

番
号
）
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

を
明
記
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
採
用
し
た
作
品
に
は

謝
礼
を
進
呈
し
ま
す
。
 

佐
々
木
さ
ん

に
感
謝
状

人
権
擁
護
に
貢

献
 

市
内
吹
畑
の
人
権
擁
護
委
員
 

・

佐
々
木
初
海
さ
ん
は
、

こ
の

ほ
ど
青
森
地
方
法
務
局
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

永
年
人
権
擁
護
委
員
を

つ
と

め
、
地
域
住
民
の
人
権
擁
護
と

人
権
思
想
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
 

た
た
め
で
す
。
 
 

市
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
 
席
し

て
下
さ
い
。
 

づ
き
、
市
街
地
の
「
地
籍
調
査
 

な
お
、
 
「地
籍
調
査
」
は
、
 

「地
籍
調
査
」
 
の
説明
会
 

土
地
所
有
者
は
出

席
を
 

」
を
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の
説
 
昭

和
四
十
三
年
か
ら
年
次
計
画

明
会
を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
 
で

進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

の
で
土
地
の
所
有
者
は
必
ず
出
 

砂
利
採

取
業

務
 

主
任
者
試

験
 

ロ
試
験
の
日
時
 
七
月
三
十
 

日
ま
で
。
 
（
当
日
消
印
有
効
）
 

一
日

（
月
）
午
前
十
時
か
ら
 

ロ
提
出
書
類
 
受
験
願
書
、
 

ロ
試
験
場
所
 
青
森
県
職
員
 
履

歴
書
各

一
通
 

会
館

「八
甲
荘
」
 
（
青
森市
中
 

口
受
験
料
 
三
千
円
o
 

央

一
丁
目
一
一
ー

一
八
）
 

ロ
願
書
提
出
及
び
間
い
合
わ

口
試
験
科
目
 
①
砂
利

の
採
 
せ
先
 

青
森
県
商
工
労
働
部
鉱

取
に
関
す
る
法
令
、
②
砂
利
の
 

政
保
安
課

（
丑青
森
⑩
一
一
一

採
取
に
関
す
る
技
術
的
な
事
項
 

一
番

・
内
線
四
一
九
〇
番
）
 

ロ
厭
書
受
付
期
限
 
七
月
五
 

力米
の
消
費
拡
大
運
動
）
 

ア
イ
デ

ア
を
募

集
し

ま
す
 

戸
  《
 



ノノ 街
頭

献
血
を
 

行
い

ま
す
 

県
の
移
動
採
血
車
“

青

い
鳥

号
）
が
、

次
の
日
程
で

街
頭
献

血
を
行
い

ま
す
。

保
存
血
が

不

足
し

て
い
ま
す
の
で
、

献
血
に

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ン
カ
ー
〈
が
、

次
の
日
程
で

栄

養
指
導
に

や
っ

て
き
ま
す
。
 

主
婦
の
皆
さ
ん

多
数
お

い
で

下
さ
い
。
 

指
導
の
テ
ー
マ
は
、
 
「正
し

い
食
事
で
貧
血
を
防
ご

う
」
 
で
 

県
の
栄
養
指
導
車
ク

キ
ッ

チ
 
す
。
 

キ
ッ
チ
ン
力
ー
）
が
や
っ

て
く
る
 

貧
血
を

防
一
」
う
 

ロ
と
き
・

と
こ
ろ
 

七
月
十

四
日

（
金
）
 

＠
午
前
十
時
か

ら
正
午

ま
で
、
 

藻
川
公
民
館
 

＠
午
後
一
時
か

ら
三
時

ま
で
、
 

稲
実
警
鐘

台
付

近
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

七
月
二
十

日

（
木
）
 

＠
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時

ま
で
、

国
鉄

五
所
川
原
駅
前

な
お
、

七
月
一

日
か
ら
三
十

一
日
ま
で

は
、
 
「愛
の
血
液
、
 

助
け
合

い
運
動
」
月
間

と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 
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みんなで結核検診を 

うけましよう。 

●x線間接撮影検査 
肺に結核の陰、あるいは外

の病気の陰、またはあやしい

陰があるかどうかを見つける

検査です。現在の装置は余

分な個所にx線が照射されな

いように設計されていますの

で安全です。 

ロ料金 無料です。 

ロ最近新しい患者が発見されています。 

ロ16歳以上の方は、皆んな受けて下さい。 

ロレントゲン撮影は、着物を着たまま、30秒位で終わります。 

ロ配布された受診票に必要事項を記入のうえ持参して下さい。 

ロ新市内の地区では、血圧測定も行います。 

なお、都合のよい場所で受診して下さい。 

日程は、下記のとおりです。 

地 区 名 月 日 場 	所 時 	間 

下平井町、幾世森 7月10日円） 寺田三次郎宅 前 9: 30-10 : 00 
敷島町、さっき町 ク 敷 島 分 院 10:10-il: 10 
末広町、 柏原町 ク 五所川原保健所 n: 20-12 : 00 
中 	平 	井 町 ク 鶴 松 建 設 後1:10- 1:40 
上平井町、平井町 ク 沢 健 商 店 1: 50- 2 : 20 
錦町、 幾 島町 ク 錦町集会所 2 : 30-j--- 	3 : 00 
東雲町、雛田町 7月11日因 渋谷駐車場 119: 30- 9: 50 
大 町 、 	旭 町 ク 「日消防署跡 10 : oo~io : 30 
東町、布屋町、弥生町 み 「日西北病院跡 10 : 40」-1i :10 
元 	 町 ク 元町集会所 U: 20-11 : 50 
成 田 町、 柳町 ク 北 村 商 店 後1:00- 1:20 
寺町，岩木町、川端町 ク 市民文化会館前 1: 30- 2 : 20 
本 	 町 ク マルカ、かさい駐車場 2 : 30- 3 : 00 
新 	 町 ク I日警察署前 3 :10- 3 : 40 

湊 7 月12日困 倉内貨物営業所 前・9:30- 9:50 
湊団地、八重菊 ク 湊団地集会所 10 : oo~io : 30 
鎌谷町、 鳥 森 ク 木村重治宅 10 : 40-li :10 
一 ク 大和山道場 ii: 20-i1 : 40 
田 	園 	調 	布 ク 前 田 商 店 12 : 50- 1: 10 
松島町1丁目、 2丁目 ク 木村昂悦宅 後1:20- 1】50 
松島町7 丁目、 8丁目 ク 菊地理容所 2 : 00-- 2 : 30 
松島 4S 5, 6丁目 ク 毛 内 商 店 2 : 40- 3 :10 
松 島 3 丁 目 ク 団地管理事務所 3 : 20- 3 : 40 
川 山 、 	中 泊 7月13日困 中 川 支 所 前 9 : 30.-10 : 00 
種 	 井 ク 種井公民館 10 : io~io : 30 
新 	宮 	団 地 ク 団地県営集会所 10 : 40-il :10 

ク ク 団地森の家 ii: 20-12 : 00 

新宮町、中川新宮
芭蕉、 蘇鉄 

ク 新宮公民館 後 1:00- 1:30 

上 ク 川浪民也宅 1】 50- 2 : 20 
下 ク 大 川 商 店 2 : 30- 3 :10 
田 7月14日岡 奈 良 商 店 前 9: 30-b0 :00 
高 	 瀬 ク 高瀬集会所 10 : io~io : 40 
福 	 井 ク 小笠原清衛宅 10 : 50-li :10 
鶴 	ケ 	岡 ク 市農協三好支所 ii: 20-”-l2 : 00 
小 曲、 沼 田 町 ク 小曲集会所 後 1:i0-- 	1】 40 
平和町、蓮沼、不魚住 ク 平和町集会所 2 : 00- 2 : 30 
栄 	 町 ク 白 衣 神 社 2 : 40- 3 :10 
田 	 町 ク 川村製館所 3 : 20- 3 : 50 

乳幼児の健康診断 

乳幼児の健康診断と健康相談を次の日程で行いますので、 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後1時から 2時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

なお、現在病気治療中か外の機関で健康診断を受けてい 

る乳幼児はご遠慮下さい。 

月 	齢 対 	象 と 	き ところ 

3 カ 月 児 
昭 和 53 年 
3 月生まれの 
乳 	児 

7 月19日 
市中央 

公民館 

6 カ 月 児 
昭 和 52 年 
12月生まれの 
乳 	児 

7月18日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭 和 52 年 
1月生まれの 
幼 	児 

7月25日 ク 

ツ反・BCG接種 

お子さんの健康を守るため、ぜひ接種を受けさせて下さ 

いo 

ロ対象乳幼児 生後 6 カ月から満 4歳まで。 （ただし、 

いままでBqGの接種した乳幼児は除きます。） 

ロ母子手帳 必ず持参して下さい。 

ロ料金 無料です。 

地区名 ッべルクリン B C G 受付時間 場 	所 

小
区
 
橋
 
好
 

五
学
 
長
 三
 
栄
 

 

7 月24日 

7月26日 

7月26月 

7 月28日 

午後1時～ 2時 

午後1時～ 2時 

市中央公民館 

市中央公民館 

なお、他の地区は、 8 月下旬に行う予定です。 



こ
の
機
会
に
加
入
し
ょ
う

一
十歳
以
上
六
十

歳
未
満

の
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
拠

出
制
の
国
民
年
金
制
度
が
発

足
し
、
す
で
に
十
七
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
年
金
に
当
然
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

で
、
経
済
上
の
都
合
な
ど
か

ら
今
ま
で
加
入
し
な
か
っ
た
 

険
料
を
滞
納
し
て
い
る
た
め

老
齢
年
金
を
受
け
る
権
利
が

な
い
人
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
将

来
無
年
金
者
と
な
る

人
が
相

当
数
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
 

無
年
金
者
に
対
す
る
救
済
 

各
方
面
か
ら
あ
っ
た
た
め
、
 

今
回
が
最
後
と
い
わ
れ
る
特

例
的
な
救
済
措
置
が
七
月
一

日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

い
ま
一
度
確
認
を
 

こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
の

年
金
を
も
う

一
度
確
認
し
、
 

年
金
の
な
い
人
は
、
特
例
納

付
制
度
を
活
用
し
、
将
来
無
 

を
救
済
 
無
年
金

者
と

一
年
間
 

な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
ド
さ
い
。
 

特
例
納
付
の
実
施
期
間
 

昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日

か
ら
 

昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十

日
ま
で
 

人
、
ま
た
加
入
 
無
年
金
者
を

救

済

し
て
い
る
が
保
 
七

月
か
ら

一
一
年
間
 

措
置
は
過
去
二
回
ほ
ど
実
施
 

特
例
保
険
料
お
よ
び
納
付
方
 

し
ま
し
た
が
、
無
年
金
者
の
 
法
 

年
金
受
給
権
確
保
の
要
望
が
 

◇
ー
カ
月
あ
た
り
四
千
円
。
 

辞癌；、 
へつ 
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市
民
陸
上
競

技
大
会
 

多
数
ご

参
加
下
さ
い
 

最近の社会経済情勢の急激な変動の中

で、皆様方にはなにかとご苦労の多い日

々をお過しのことと存じます。 

さて、このたび、昭和52年分所得税の

特別減税に見合う施策として、在宅のお

年寄りの方、身体の不自由な方、母子家

庭の方々に臨時生活福祉給付金が支給さ

れることとなりました。 

この事務は、市町村を窓口として行う

こととしておりますので、所要の申請手

続きを行い、給付金の支給を受けて下さ 

勤
鯛「
「総
割
ム「
」す
 

し
と
趣
味
の
教
室
）
を
開
講
し
 
ま

て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
次
の
 
り

教
室
も
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
 
募

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
o
 
を

基
礎
課
程
か
ら
親
切
に
手
ほ
 
者

ど
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
 
加

り
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
は
 
参

気
軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

「和
裁
教
室
」
 
「写
真
教
室
」
受
 

ロ
申
込
み
 
七
月
五
日
（
水
）
 

か
ら
七
月
十
五
日
（
土
）
ま
で
。
 

「
八
甲
田
山
バ
ス
日
帰
り
旅
 

行
」
 

市
陸
上
競
技
協
会

（
小
野
雄

蔵
会
長
）
等
主
催
の
「
市
民
陸

上
競
技
大
会
兼
県
民
体
育
大
会

予
選
会
」
が
青
年
大
会
と
併
せ

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
七
月
十
六
日

（
日
）
 

午
前
九
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
（
市

内
飯
詰
）
 

ロ
種
目
 

＠
男
子
の
部
 
①
年
齢

制
限

な
し

（学
生
を
除
く
）
 
百
H

、
 

二
百
冒
、
四
百
肩
、
千
五
百
H

、
 

五
千
肩
、
走
巾
跳
、
走
高
跳
、
 

）ぐ
さら
し

と
 

趣
味
の
教
室
 

砲
丸
投
 

②
三
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま

で
 
百
肩
、
千
五
百
冒
、
砲
丸

投
 ③

四
十
歳
以
上
 
百
屑
、
一
一

千
肩
 

⑥
女
子
の
部
 
年
齢
制
限
な

し

（学
生
を
除
く
）
 

百
肩
、
二
百
H

、
走
巾
跳
、
 

走
高
跳
、
砲
丸
投
 

ロ
申
込
み
 
同
陸
上

競
技
場

で
九
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

ロ
表
彰
 
一
位
か
ら
三
位
ま

で
賞
品
を
授
与
す
る
。
 

な
お
、
同
大
会
及
び
青
年
大
 

八
甲
田
の
美
し

い
自
然
を
見

よ
う
。
山
の
好
き
な
方
、
山
へ

登
り
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
 

ロ
と
き
 
七
月
十
六
日
（
日
）
 

＠
出
発
 
市
民
文
化
会
館
前

＠
集
合
 
午
前
六
時
四
十
五
分

ま
で
 

ロ
参
加
料
 
二
千
二
百
円

ロ
申
込
み
締
切
り
 
七
月
七

日
ま
で
 

「
ス
ポ

ー
ツ
大
会
」
 

ロ
と
き
 
七
月
十
四
日
（
金
）
、
 

七
月
二
十

一
日

（
金
）
 

体
育
館
利
用
に

つ
き
、
四
百

円
い
た
だ
き
ま
す
。
 
（
う
ち
三

百
円
保
険
。
）
 

ど
な
た
も
気
軽
に
お
い
で
下

さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
勤
労
青
 
 

会
の
上
位
か
ら
各
種
目
一
人
を

選
考
に
よ
り
県
民
体
育
大
会
陸

上
競
技
大
会

の
代
表
選
手
と
し

ま
す
。
 

少
年
ホ
ー
ム
（

n
④
三
六
〇
一
一

番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

北

辰
大
学
 

（高
齢
者
教
室
）
 

第
ニ
回
学
習
会
を
開
く
 

ロ
と
き
 
七
月
十
三
日

（
木
）
 

午
前
九
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市

民
文
化
会
館

ロ
学
習
内
容
 

＠
午
前
 
講
話
「
家
庭
教
育

と
老
春
の
役
割
」
 
講
師
 
東

北
女
子
短
期
大
学
助
教
授
 
市

田
正
治
 

＠
午
後
 
講
義

・
実
技
「
造

園
と
松
の
せ
ん
て
い
」
 
講
師

市
社
会
教
育
指
導
員
 
竹
浪

正
静
 

1
第
九
回
、
近
世
J
 

F
古
文
書
講
習
会
L
 

ロ
と
き
 
七
月
十
六

日
（
日
）
 

午
前
九
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館

ロ
定
員
 
五
十
人
。
 
（定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。
）
 

ロ
受
講
料
 
無
料
で

す
。
 

ロ
テ
キ
ス
ト
代
 
五
百
円
。
 

（
申
し
込
み
と
同
時
に
納
入
の

こ
と
。
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員

会

・
社
会
教
育
課
（
●
④
三

一

九
一
一
番）
 

講
師
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

貝
森
格
正
氏
（
青
森
県

文
化

財
保
護
協
会
常
任
理
事
）
 

秋
元
省
三
氏
（
市
文
化
財
審

議
委
員
会
議
長
）
 

泉
無
味
氏
（
日
本
書
作
家
協

会
書
道
教
師
）
 

受
講
料
は
無
料
で
す
。
 

講
 

受
講
料
は
無
料
で
す
。
 

●テレビアンテナの取りつけは電線から十分は
なれた場所ノ、 

アンテナが倒れても電線にふれないよう電線

から十分はなれた位置を選びましょう。 

臨時生活福祉給付金を支冷 
	申請の手続きを 

し’o 

詳しいことは、（認誓慧鷲童係）へ

おたずね下さい。 

なお、受給者には後日連絡いたします。 

《

‘
報
紙
の
早
期
配

布
に
ご

協
力
下
さ
い

o
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